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ニ ン グ コ モ ン ズ

Rece皿 dy　 OPAC 　 or 　 e
’journal　 have　 been　 spreadi 血 g，

therefbr，　you　can 　obta 跏 any 　infbrmation　even ぜ you
do　 not 　 go　 to　 the　 hbrary．　 However ，　 the　 univer8ity

hbrary　is　the　important　8pace 　as 　learning　and

communication 　 in　 the　 university 　 campu8 　 fbr　 the

students ．　This　study 臼uggests 　new 　learnillg　space 　and

common 　space 　and 　investigates　possib丗 ty　of 　future

good 　learning　enVironment ，　and 　the　a 血 i8　to　achieve

effiCient 　Architectural　plan　de8ign　in　the　library．

1，研究背景

　国 立 大学 で は 、大 学の 法人化、18歳人 口 の 減少 、第三

者評価による競争原 理政策の 導入 など大学間の 競争激化

を背景に、特色あ るキ ャ ン パ ス 環境づ く りや教育 ・学習

空間 の 整備な ど多様な施策の 必要性 が 議論 され て い る 。

特 に 大学図書館は大学の 学習 ・研究な どの 教育基盤 とし

て 重要な役割を担 っ て い る 。 最近 は 、 OPAC や電子 ジ ャ

ーナ ル が普及 し て きて お り、図書館に行かず とも情報を

入手する こ とが可能で ある。しか しなが ら、大学図書館

は 学生の キ ャ ン パ ス 内の 学習空間 ・居場所 と し て も重要

な施設 と位 置付 け られ ると考 え られてお り、また 、現在

はイ ン タ
ーネ ッ ト等 あらゆ る情報媒体の 広 が りによ り、

読書離れが進 ん で お り、今後、従来の 図書館機能 に加え

て 充実 した場所 の 提案が必要にな っ て きて い る 。

2 ．研 究目的

　平成 ！8 年に 出された文部科学省の 審議会報告 「学術基

盤の今後 の 在 り 方 に つ い て 」
1）
で は、大学 図書館が大学

の 戦略的 ビ ジ ョ ン に 立 っ て 学生 の 学習及び大学生活 の 場

と して の 、 魅力 あ る場所と して の 図書館施 設 ・設備 の 整

備 す る こ とを求 め て い る。 また、大学図書館には 資料サ

ービ ス だけ で な く、多様化す る学習形態に対応す る学習

ス ペ ー
ス と し て の ニ

ーズ があ りそ うで あ る こ とか ら、そ
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れだ け の 要 求に こ た えられ る図書館施設 の 整備の 必 要性

は高 い と考え られ る。そ こ で 本研 究 で は 、新 しい 学習空

間や居場所（共有 ス ペ ース）を提案す る こ とで 今後の 良好

な学習環壌に つ い て の 可能性 を探 り、今後、大学図書館

の コ モ ン ス ペ ー
ス の 計画 の 指針 を得 る こ とを 目的 とす る 。

3 ．研 究方法

　研究方 法は文 献な どを用 い て 大学図書館 の 利用者 の 変

化、電子 ジ ャ
ー

ナ ル やデ
ー

タベ ー
ス サ

ービ ス の 導入状況、

大学図 書館 の 取 り巻 く現状に っ い て 調査 し、把握する。

その 後、三重大学にお ける PBL 型授業の 進行プ ロ セ ス 等

を整理す る。そ して 現在行われ て い る三 重大学ラ
ー

ニ ン

グ コ モ ン ズ 及 び 、名古屋大学附属 図書館 ラ
ー

＝ ン グ コ モ

ン ズ の 計画 と利用方法 を整理す る こ とで、今後 の 大学図

書館 の 計画 の 指針 と学習 の 形態 の 可能性 の 知見 を得 る。

4 ．PBL に つ い て

　PBL は、医学系で は Problem ・based　Learning、工学

系で は Project・based　Learning の 略 と して 発展 して き

た。そ の 起源は 1969 年カ ナ ダの マ ッ クマ ス ター大学に

い た ハ ワー
ド
・バ ロ ッ ズ （Howard 　Barrows）、　1980 年ハ

ーバ ー
ド大学 の New 　Pathway 構想 とい う、それ ぞれ の 医

学校でお こ なわれ た教育に起源 を もつ 。マ ッ クマ ス タ
ー

大学 の 教育 シ ス テ ム はほ とん どが PBL の み の もの で、

ハ
ーバ ー

ドの もの は講義 と PBL を組み合わせ た もの で、

後者 は しば しば ハ イブ リ ッ ド型 PBL と言われ る こ とが

ある。PBL は医学教育の 場にお い て 発展 して きて お り、

その 社会的背景 とし て は、医学の 急速な変容に より、臨

床 医学的実践に は 常に新 し い 知識 と技法が もと め られ る

ように な っ た 。 これ によ り、医療 者に対す る期待 され る

人間像は、っ ね に 学習 と研鑽 を積む
一

方 で 患 者 との 良好

な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を もち うる患者 の 対話者 とい うよ

うに変化 して きた 。 そ の よ うな中 で、医学分野 の PBL で

学 生 が 身 にっ け る べ き最 も重要な能力 は 、 将 来学生 が、

＊
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医師となっ た時、現場で 必要 とされ る 「有用 な知識 を組

み立て る能 力」、「必要 な知識を獲得す る能力」 を獲得す

るために PBL が導入 され て き た。そ ん な医学教育に お け

る PBL の 特徴 は

・ 少人数（6〜7 人）で の グル
ー

プ学習
・ 症例が

’lProblcm ”

と し て順を追 っ て 与え られ、グル
ー

　　プ全体で そ の解決（≒ 診断）に つ い て議論す る

・ 最終的な診断 の 結果 より、それ を導き出す過程に お

　　け る段階的な考え方の プ ロ セ ス を重視する

・ 参加者それぞれ に役割 が 与 え られ る。（チ ュ
ーター、

　　症例担 当、書記、低 学年サポ
ー

タ
ー
、な ど〉

・ わ か らな い 、あ る い は もっ と勉強 し た い と思 っ た事

　　項はそれ ぞれ が
”LeamingIssues” と し て持ち帰る

・　 自己評価他 人 へ の フ ィ
ー ドバ ッ ク を通 じて 、お互 い

　　高め合 う

などが挙げられる。 しか し、こ れ らは決ま っ た方法があ

るわけ で はな く、教育が行われ る現場 に よっ て異なる。

また、日本語で は 、 問題基盤型学習 （鹿児島大学）、 問題

解決型学習 （産業医科大学）、問題設定解決型学習 （東京

大学〉、自立創造学習 （高知大学）な ど、全 国の 大学で 多

様な用語が使われ て い る。

　 　 ら
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図 1 授業形 態類 型化 の 教員と内容の 抽象の 関係
1 ）

　また 2010 年度か らは、幅広 い 教養の 基盤 に 立 っ た高

度な専門知識や技術を有 し、地域の イ ノベ r シ ョ ン を推

進でき る人材を教育するた め に 「感 じ る力」、「考える力」、

「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン カ 」、 それ らを総合 した 「生 きる力 」

の 4 つ の 力 を教育 の 目標 として掲げ、教育を行 っ て い く

予定 で ある。こ れ らの 能力 は今 ま で の 講義型 の 授業 で身

に つ ける こ とは 容易で は ない
。

5 ，大学図書館の 状況変化

　三 重大学で は 2006 年度か ら PBL セ ミナ
ー

型 の 授業が

始 ま り、 2007 年に は教員 の ため の PBL 実践 マ ニ ュ ア ル

を刊行 し、
一

定 の 成果を上げ て きた 。

三重大学で は PBL 型授業の 形態 として 次の 三 つ を想定

し、推進 して い る 。

1）

  　基本型 PBL

　　原則 として、教員一
人 で 多数 の 学生を相手 に し て行

　　 う問題発見解決型学習で あ り、事例 ・問題の 提示 を

　　 もとに、自己学習 とグル
ープ学習を繰 り返 しなが ら、

　　
一

定期間問題解決 に取 り組 む形式 の PBL 授 業。

  チ ュ
ー

トリアル 型 PBL

　　小 グル
ープ ご とにチ ュ

ー
タ
ーが指導で きる体制で

　　行 う問題発 見解決型学 習。

  実 践体験型 PBL

　　学生が特定の 実践体験を通 し て 、あるい は、あるプ

　　 ロ ジ ェ ク トを グル
ープ で 遂行 しなが ら学習を進め

　　形 式の授業。

　図 1 は PBL 型授業 の 形式 を教員 の 関与 と授業内容の

抽象度を表 した表 で あ り、基本型 PBL 、チ ュ
ー

トリア ル

型 PBL 、実践体験型 PBL とも学生主体で 、課題 も具体

的で 現実的な取 り組み が され て い る こ とが分か り ます。

6 ．PBL 型授業と施設の 関係

　PBL 型授業行 うた め に施 設や設備 へ の 配慮 は 特 に縦横

で あ る 。

　図 2 は PBL 型 授業で の 学習 プ ロ セ ス の 例 であ る。　 PBL

型の 授業で は課題が提示 された後、学生 は 課題 に取 り組

むた め に、イ ン ターネ ッ ト、書籍、論文な どを使い なが

ら情報を集め る。こ こ で 学生 は情報 を効率的に か つ 信憑

性の ある情報を集 め なけれ ばな らない 。そ し て グル
ープ

学習を行 うた め に、グル
ープ間の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン や

情報を交換、共有するた め の 施設 （グル
ープ討論 で きる

よ うな場所〉や設備 （PC 、 ソ フ トウェ ア等）は必要にな

っ て くる。同様 にチ ュ
ー

タ
ーか らの ア ドバ イ ス を受 ける

ため の 施設や設備 も必要 になる。

　三 重 大学にお い て は、授業外 の 時間 に学生がグル
ープ

討論を行 うた め の 場所は時間外に解放 され て い る講義室、

また は 、食堂、図書館の 休憩 コ
ーナ ーとい っ た ス ペ ー

ス

が挙 げられ る が 、どれ も PBL を行 う中で学生 が学習 を行

える よ うな場所 とは言 い 難 い 。こ の よ うに PBL 型授業が

実施 され、そ の 内容 も拡大し つ っ ある 中で 、ソ フ トとハ

ー
ドの バ ラ ン ス が 整 っ て い ない とい っ た 問題 も新た に上

が り始 め て い る。
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1 〕

7 ．大学図書館 の新た な展 開

　電子 ジ ャ
ーナ ル の 普及 、所蔵資料の デジタル 化等 、学

術情報流通 にお ける電子化 に つ い ては、こ の 15年程度の

間に 急速に進展 しっ っ あ るe また大学の 教育 シ ス テ ム も

PBL をは じ め 、 大学の 法人化や第三 者評価 に よる競争原

理政策の 導入 などに よ り、大学は 自学 の 教育 シ ス テ ム の

特色化 ・個性化 に努め て お り、それ に伴 う教育施設 の 充

実は課題 とな っ て い る。そんな中、ア メ リカ で 誕生 した

イ ン フ ォ
ー

メ
ーシ ョ ン コ モ ン ズ、ラ

ーニ ン グ コ モ ン ズ と

い う新たな概念を持 っ 施設を取 り入れ る事例が 国 内 で 増

え て きて い る 。

　イ ン フ ォ メーシ ョ ン
・コ モ ン ズ （以下 IC ）は これまで

の 図書館や情報セ ン ターとは異な り、   電子 資料  コ ン

ピ ュ
ー

タ資源 と情報ネ ッ トワーク   広 い 机 ・作業場所 な

どの 使 い 勝手 の よい 環境 を整備 した もの で ある 。 図書館、

学習 ・研究室 とい っ た機能を統合 し、学生 の 学習 目標 、

多様な学習形 態及 び、学習方法に対応 させ 、学生の学習 ・

研究活動 を向上 させ る こ とを 目的に提唱 された モ デ ル で

ある 。 ラ ーニ ン グ コ モ ン ズ は、イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン コ モ

ン ズ をさらに 展開して 、学生 の 主体的な学習活動を重視

し、学生が 自主的 に 問題 解決 を行 い
， 自分 の 知見 を加え

て発信する とい う学習活動全般を支援す るため の施設 と

サ
ービ ス ・資料を提供する モ デ ル で ある 。

こ れ らの 呼称

は大学の 整備 目的、図書館環境な どに より様 々 で あ り、

次項 の リサ
ー

チ コ モ ン ズ （UCLA ）と呼ばれ て い る事例

もあ る。

7 −1 ．名古屋 大学附属図書館
2 ）

　名 古屋大学附属図書館は 2 年計画に よるラ
ー

ニ ン グ コ

モ ン ズ 化 が行われ て お り、平成 20 年度がそ の 初年 次 と し

て 中央図書館 2 階の 南側 を中心 に グル
ー

プラ
ー

ニ ン グエ

リア 、セ ミナ ー
ル
ーム 等の 整備が完了 し、今年 3 月末 か

ら利用 が始ま っ て い る。平成 21 年 12月 に北側 の エ リア

を整備 し、フ ロ アー全体を ラーニ ン グ コ モ ン ズ 化す る。

　主な施設整備 と して は

  多目的 ラ
ー

ニ ン グ ・エ リア

  ライ テ ィ ン グサ ポ
ー

ト・エ リア

  総合サ ポ
ー

トカ ウ ン タ
ー

  AV エ リア

  セ ミナ ール ーム

  グル
ープ ラ

ー
ニ ン グ ・エ リア

また 、人 的支援と して学部学生を対象に 、IT サポ
ー

ト、

情報 リテラ シ
ー支援、ライテ ィ ン グ ・

サ ポー トなどを順

次提供 して い る 。
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図 4 平成 21年度時の ラーニ ング コ モ ンズ 構想案

　図 3 の 平成 21 年度時 の ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ の構想は 、

図 3 の 平 成 20 年度時 の ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ の 構想案を

実験的 に 運用 し、そ の 評価 を平成 21 年時に計画変更 して

い る と思われ る．そ の 計画変更の 考えられる要点には総

合サ ポー トセ ン タ
ー

の 位 置変更、多目的 ラ
ー

＝ ン グエ リ

ア の 家具変更 、 相 談 コ
ー

ナ
ー

の 増設、ラ イ テ ィ ン グサ ポ

ー
トエ リア の 家具変更な どが 挙げられ る 。

　総合サ ポ
ー

トセ ン タ
ー

の 位置変更 は よ り中央に近 い 配

置にな っ て い る。 多 目的 ラ
ーニ ン グエ リア は 家具 とス ペ
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一
ス の 拡大 を図 っ てお り、資料を広げなが ら PC の使 え

る広 い 作業 ス ペ ー
ス を設置 し て い る 。 相談 コ

ーナ ー
の 増

設は構成相談室 の 出張相談 ス ペ ー
ス として 新 たに提供 さ

れ て お り、提案が あ っ た の で はな い か と思われ る。ライ

テ ィ ン グサポー
トエ リア の 家具に つ い て も 2 人で の 共同

作業やサポー
トス タ ッ フ の 支援 を受けなが ら、作業の 出

来るペ ア ワ
ー

クブー
ス を設置 し て い る。

7 − 2 ．三重大学ラ
ー

ニ ン グコ モ ンズ

　三重 大学も学生 の 学習 目標、多様 な学習形態及び 、PBL

型授業 へ の 学習方法に 対応するた め に ラ
ーニ ン グ コ モ ン

ズ を設置する計画 が進行 し て い る。現在 の 計画 は約 150

  と規模は小 さい が 、順次 ス ペ ー
ス を拡大 し て行 く計画

も挙 がっ てお り三重大学の 推進 して い る PBL へ対応 し

た提案を計画 して 行 く必要が あ る 。

買 「片
』
i隱

；．i．1譱 驢

うない くつ か の 問題があ り、こ れ か ら計画す る過 程 で さ

らな る考慮が 必要 で あ る。

　 ・
図書館か らは距離の ある場所 に設置され て い る

　 ・ 学術雑誌 等が設置 され て い なく、情報支援がない

　・ 図書館や情報処理セ ン タ
ー

な どの 施設 同 士 の 総合

　　 的なサポー トが され て い な い

　 ・ 授業 と施設 との 関係は 考慮 されて い な い

　こ の よ うに多 くの 問題 もあり、今後十分な検討が必要

である。
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図 5 三 重 大 学ラ

ーニ ン グ コ モ ン ズ A 案

豊

8 ．利用者と施設の 関係に つ い て

　利用者側の 施設利用 の 意識の 向上 もまた考慮す べ き事

項 となっ て い る と考え られ る。せ っ か くの グル
ープ学習

やフ レ キ シ ブル な使 い 方が可能であっ て も利用者 が知 ら

なけれ ば、そ の 意味 も希薄になるだ ろ う （図 7 ）。また、

三重大 学で は PBL を実践するた め の イ ン フ ラと し て 無

線 LAN が大 規模 に導入 され て い るが、学 内 の 授 業外 の

学習の 場 で は 有効的に 利用 され て い る 場 は あま り見 られ

ない 。こ の 点で米国で の 調査 と比較する と差は歴然とし

て お り、米国 の 大学ではあ らゆ る場所 で 自由に ラ ッ プ ト

ッ プ PC を使 い 議論や学習が 行われ て い た
。

［］

口

ff

日

鞭

轟
　　　　 図 6 三 重 大 学 ラーニ ン グコ モ ン ズ B 案

　図 5 の A 案はプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 練習や 研究発表な

ど行え るセ ミナ ー
ル

ー
ム とフ レ キ シ ブ ル に構 成可能 な家

具 を基 本に計 画 され て い る 。 図 6 の B 案は個人 単位で 、

資料を広げなが ら PC が 使 え る広 い 作業ス ペ ー
ス とセ ミ

ナ
ー

ル ーム を基本に 計画 され て い る。

　計画 され て い るラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ は以下に述 べ るよ

図 7 セ ミ ナール ー厶 の 使用例　図 8 グル ープ学習 の 使用例

　また 、 電 子 情報ば か りに 偏る と文部科学省 の 「学校読

書調査 」 にあ るよ うに読書離れが進む懸念 もあ る。

9 ．まとめ

　PBL の よ うな学生が 自主的 に問題解決を行 い ，自分 の

知見 を加え て 発 信す る とい う学習活動全 般を支援す る た

め の 教育の場で は 、そ の場に適 し た施設 とサ
ー

ビ ス ・資

料を提供す る 必要性 があ る。施設もまた高度化す る 必要

が あ り、そ の た め の ソ フ トとハ ー ドの 充実化 は 不 可 欠 で

あ る 。 今 後、さらに 高度化、多様化の進む施設 の 計画指

針や 導入プ ロ グラ ム の 提案 は望 まれ る。
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